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(1)研究テーマ 

聴き合い学び合う学びの授業づくり 

(2)研究経過及び具体的な取組 

７月 ５日（火） 授業研究会 ４年国語科「サーカスのライオン」  

講 師：元小学校長 

         内 容：○「学び合う学びの授業」とは何かについて授業を通して考える。

              ・聴くことに力を入れていかなければならない。 

○グループ活動をどのように活用して授業を進めるか話し合っ

た。 

○物語教材における書き込みのあり方について授業を通して考え

た。 

８月２４日（水） 夏季研修会 

         講 師：元小学校長 

         成 果：○「学び」ということについて、参会者の疑問をもとに講師から

学んだ。 

○｢学び」が生まれる授業の 3つの条件について確認した。 

・取り組む課題に魅力があること             

・探究があること 

・学び合いがあること 

９月２２日（木） 授業研究会 ６年体育科「命の授業 異性の友だち」  

講 師：元小学校長 

成 果：○子どもたちが意見を述べるためには、聞き手が話し手を受け止

めること、つまり、積極的に聴くことが大切であると学んだ。

１０月１３日（金） 授業研究会 ２年算数科「三角形と四角形」  

講 師：元小学校長 

内 容：○授業における教師の３つの仕事について話し合った。 

・子どもの話を教師自身がしっかりと「聴く」 

・子どもの発言についてテキストや前の発言、事実に「もどす」

・子どもと子ども、子どもと教材、教師と子どもを「つなぐ」



○人と人とのつながりの中で授業が進むことを考えると、「わから

ない」と友だちに言える関係を作っていかなければならない。

○授業をより値打ちのあるものにするには、授業の質を高めなけ

ればならない。 

１１月１８日（金） 授業研究会 １年国語科「おじさんのかさ」 

 講 師：元小学校長 

内 容：○国語における「読み」の楽しさは音読がベースになることを確

認した。 

○宮沢賢治の作品を例に、文学作品を読むということについて指

導を受けた。 

 


